
超音波とファインバブルによる超音波洗浄技術 
 

１．はじめに 

ファインバブルの現象には沢山の条件があり、それぞれの影響が複雑に関連し

ています。その中に、影響の大きさに比べ研究が少ない事項が、水槽と液循環

です。この水槽と液循環の問題をファインバブルについて検討し、超音波との

組み合わせによる新しいファインバブル・超音波洗浄システムとして開発しま

した。このシステムを使用して、超音波とファインバブルによる「超音波洗浄」

を行っています。ここでは、球形サイズで 20μ以下の、ファインバブルを安定

して利用する技術を紹介します。 
 

２．脱気ファインバブル発生液循環装置 

「揚程の高い、マグネットポンプの吸い込み側のバルブ（配管）を絞る。」 

 と言う、ポンプメーカーの禁止事項を行います。 

（通常のマグネットポンプで 10年以上機能します 

  揚程の高さとバルブの絞り状態の設定で 

  マイクロバブルの発生量とサイズを調整できます） 

 特許の問題はありません（公知とされています） 
 

揚程の高いマグネットポンプ 

     マグネットポンプ ＭＤシリーズ ホース接続 ＭＤ－７０ＲＺ 

     ポリプロピレン製 （株式会社イワキ IWAKI CO, LTD.） 

 

 



 

３．ものづくり（洗浄）課題 
 

３．１：洗浄装置・洗浄液・・の管理は難しい 
 

３．２：気候・環境・・各種変化・・が洗浄効果に影響する 
 

３．３：洗浄物の表面は、保管・処理技術の発展とともに変化する 

  洗浄レベルの要求も変化する 
 

３．４：洗浄管理、洗浄評価に関する技術・研究・機器は不十分 
 

（洗浄は解明されない：洗浄物に対する固有の方法を開発する必要がある） 

  



４．超音波洗浄機の事例写真 
 

 
 

 
 



５．結論 

 球形サイズで 20μ以下のファインバブルの実験確認した性質 

１）洗浄液の均一化効果 

２）ファインバブルの洗浄効果 

 上記により、洗浄実績とともに、めっき処理、加工処理、溶接処理・・ 

様々な応用実績が増えています 

 脱気ファインバブル発生液循環装置を目的に合わせ利用してください 
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